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         魅 力 あ る 広 野 町  を 目 指 し て

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
実

践
講
座
で
は
、
広
野
町
に
お
け

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
形

成
、
生
活
を
支
え
る
商
業
の
復

興
、
雇
用
の
創
出
・
拡
大
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
そ
れ
ら
を
作
っ
て
い
く
か
を

「
町
民
の
み
な
さ
ん
で
考
え
て

計
画
し
よ
う
！
」
と
い
う
目
的

で
今
年
度
10
回
に
渡
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
に
行
わ
れ
た
発
表

会
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が

考
え
た
４
つ
計
画
が
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
ふ
る
さ
と
が
元

気
に
な
る
か
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
協
力
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
っ
た
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

10
回
に
渡
る
講
座
に
は
、
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政

と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力

を
発
揮
す
る
こ
と
―
そ
れ
が
魅

力
あ
る
ふ
る
さ
と
復
興
へ
の
第

一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。

住
民
自
ら
が
考
え
る

④ひろのブランド特産品開発プロジェクト

③ひろのみらいカフェプロジェクト ②ＩＣＴを活用した高齢者支援サービス ①ひろのオリーブ村プロジェクト

■Interview

　地域コミュニティ形成実践講座では、地域資源を

活性化にどう結び付けるか具体的な話し合いが進め

られています。

　そこで、地域コミュニティ形成実践講座に参加し

ている二人の方からお話しを伺いました。

まちに対する想いが一番

　すでに広野町に帰ってきている人、まだ戻っていな

い人、そして広野町に訪れる人達が交流できるカフェ

が駅の近くにあるといいと思います。広野町に戻って

きてみると、隣近所の人がいなく、町民の方もそういっ

た交流が出来る場所を求めていると思います。

　これから復興を果たしていくにあたって一番大切な

のは、まちに対する想いだと感じています。

自らがやっていこうとする気持ち

　ひろのオリーブ村会長の佐藤賢治さんがいわきの知

人の紹介で始めたひろのオリーブ村プロジェクトも現

在20名まで増えました。そもそもこのオリーブプロジェ

クトは、農業の６次産業化の下支えをしたいとの想い

から始めました。このオリーブが何年後、何十年後か

に町の特産品になってそこから雇用が生まれればうれ

しいです。

　これから町が復興を果たしていくためには、町民自

らがやっていこうとする気持ちが大切だと思います。
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